
 

 

令和５年度事業報告について 

公益財団法人かがわ健康福祉機構は、公益法人として適正な運営に努めながら、「社会福祉に関する活動の振興を図り、県民の福祉の増進に資す

るため」設置された香川県社会福祉総合センターを拠点に、各種事業の的確かつ効率的な実施を図りました。 

① 介護保険をはじめとする諸制度の改正や福祉に関する社会情勢の変化に的確に対応できる人材を養成するとともに、社会福祉事業等に従事

する者の資質の向上を図るため、研修事業の一層の充実に取り組みました。 

② 「かがわ長寿大学」の高松校と西校を開講するなど、高齢社会をすべての人々が健康で生きがいを持ち、安心して生涯を過ごせる社会づく

りのための事業に取り組みました。 

③ 結婚を希望する独身男女の出会い・結婚のサポートを行う「かがわ縁結び支援センター」を運営し、１対１の個別マッチング（お見合い）

事業や登録企業・団体等が行うイベント支援事業などに取り組みました。 

④ 香川県社会福祉総合センターの指定管理者として、県有部分及び共用部分の適正管理に努めるとともに、福祉ライブラリーの運営やグルー

プ・団体ふれあい体験講座などの事業に取り組みました。 

 

１ 研修部 

社会福祉事業等に従事する人材を育成し、その資質の向上を図るため、新型コロナウイルス感染症対策を適切に講じながら、職種・階層別、課題

別など各種研修３０講座を実施しました。そのうち、一部の講座ではオンライン研修で実施しました。 

（１）施設職員研修  （公１ 「公益目的事業」） 

社会福祉等施設に従事する者の資質の向上を図るため、新任研修として職場への適応力を養う「保育所新任保育士研修」、高齢者福祉施設や

障害者支援施設等の中堅職員を対象とした現任研修、管理者を対象にマネジメント等を学ぶ「社会福祉施設等施設長研修」、「保育所長研修」

を実施しました。また、社会福祉事業に従事する者のキャリアアップの仕組みの構築に資する「キャリアパス対応生涯研修課程」の管理職員

コースなど４コースを実施しました。 

 

（２）介護保険関係研修 （公１ 「公益目的事業」） 

介護支援専門員の養成や能力の保持・向上、知識・技能の再取得を図る「介護支援専門員実務研修」、「同更新研修」、「同再研修」のほか、
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資格更新に必要となる「介護支援専門員専門研修課程Ⅰ」、「同課程Ⅱ」を実施するとともに、地域における包括的継続的ケアシステムの実現

や他の介護支援専門員への助言・指導を行う人材を養成するため「主任介護支援専門員研修」、「同更新研修」を実施しました。また、訪問介

護事業所のサービス提供責任者等を対象に、適正なサービス提供と業務遂行能力の一層の向上を図る「訪問介護適正実施研修」を行ったほ

か、介護保険施設等において実務に従事する介護支援専門員等を対象に、実効性のある事業継続計画（BCP）とその運用方法に対する理解を

深める等により、施設ケアマネジメントの充実を図る「施設介護支援専門員専門研修」などを実施しました。 

なお、介護支援専門員の法定研修は、ｅラーニングを導入するなど、原則オンライン研修で実施しました。 

 

（３）特別研修  （公１ 「公益目的事業」） 

専門分野やテーマ別に実施する研修として、相談員等の対人援助業務従事者を対象とした「対人援助技術専門研修」のほか、福祉施設等の

危機管理担当職員向けに「リスクマネジメント研修」、デイサービス担当者等向けに「レクリエーショナル・アクティビティ研修」、介護職員

向けに「介護技術特別研修」、高齢者施設・事業所等の職員向けに「認知症予防研修」、介護・看護職員向けに口腔ケアと感染症対策への理解

を深める「介護トピックセミナー」、保育所等の職員を対象とした「子育て支援研修」、福祉施設等の職員向けに「接遇力研修」を実施しまし

た。 

 

○ 各研修の開催日等は、「令和５年度研修事業実施状況」（１０ページ）のとおり 

 

２ 長寿社会部 

（１）全国健康福祉祭への参加及び選抜支援事業の実施 （公２「公益目的事業」） 

① 第３５回全国健康福祉祭えひめ大会（ねんりんピック愛顔のえひめ２０２３）への参加 

「ねんりんを 重ねた愛顔 伊予に咲く」をテーマに、令和５年１０月２８日(土)から３１日（火）まで愛媛県で開催された全国健康福祉

祭に参加者を派遣し、各種のスポーツ大会・行事を通じて、健康づくりの推進及び世代間、地域間のふれあい・交流に努めました。 

○ 主  催：厚生労働省、愛媛県、一般財団法人長寿社会開発センター  ○ 共 催：スポーツ庁 

○ 参加種目：（２０種目）卓球、テニス、ソフトテニス、ソフトボール、ゲートボール、ペタンク、ゴルフ、弓道、剣道、グラウンド・ゴ

ルフ、水泳、サッカー、ソフトバレーボール、軟式野球、バウンドテニス、スポーツウエルネス吹矢、バドミントン、囲碁、

将棋、健康マージャン 

○ 参加人員：２１１人（役員５人含む） 
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② 令和５年度全国健康福祉祭選抜大会への支援 

令和６年度に開催される第３６回全国健康福祉祭とっとり大会へ参加するチーム等の選抜大会を開催する競技団体へ支援を行いました。 

８団体（香川県ペタンク・ブール連盟、香川県ゲートボール連盟、香川県グラウンド・ゴルフ協会、香川県ソフトボール協会、香川県ソ

フトバレーボール連盟、香川県テニス協会、日本将棋連盟香川県支部連合会、日本棋院香川県本部）に助成金を交付しました。 

○ 開催種目：８種目  ○ 参加人員：８８３人 

 

（２）かがわ長寿大学の開講 （公２「公益目的事業」）  

高齢者が仲間づくりや知識、教養を身につけながら、自らの健康と生きがいづくりを図るとともに、長寿社会を担う地域社会での実践的な

指導者を養成するために、２年制のかがわ長寿大学「高松校」と「西校」を開講しました。講義日数は、それぞれ年間２６日となっています。 

○ 高松校 １年生：定員１２８名  入学者 １２８人  修了者 １２２人 

２年生：定員１２８名  進級者 １２１人  卒業者 １１８人 

○ 西 校 １年生：定員 ６０名  入学者  ４９人  修了者  ４９人 

２年生：定員 ６０名  進級者  ３８人  卒業者  ３７人 

（以上のほか、特別聴講生（２年生の講義）高松校２人。具体的なカリキュラムは「かがわ長寿大学学習日程実績表」（１２～１５ページ）

のとおり） 

 

（３）仲間づくり支援事業 （公２「公益目的事業」） 

高齢者が興味や趣味を同じくする仲間と活動を行うことが、健康、生きがいづくりに大きな役割を果たすことから、サークル活動など高齢

者が自主的に行う仲間づくり活動を支援し、各種の情報を提供するとともに、「里山歩き」を５回実施しました。 

  

（４）ふれあい文化祭の開催 （公２「公益目的事業」） 

かがわ長寿大学の在校生や卒業生、同好会の作品を展示する「みんなの作品展」、同好会などの活動を発表する「ふれあいステージ」などの

各種イベントを行う「ふれあい文化祭」を開催しました。 

○ 開催日：令和５年１１月１８日（土）、１９日（日） 

○ 場 所：香川県社会福祉総合センター、香川県文化会館 

○ 実施内容：長寿大学生・卒業生のサークル活動発表会・作品展、チャリティー産直市、バルーンアート、貯筋運動体験など（産直市の
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売上金は香川県社会福祉協議会へ寄付） 

○ 参加人員：約４００人 

 

（５）介護実習・普及事業 （公３「公益目的事業」） 

高齢社会は県民全体で支えるものという考えのもとに、介護知識や介護技術を普及させるため、「高齢者疑似体験」、「車いす体験」、「視覚障

がい者への援助体験」等を内容とする「グル－プ・団体ふれあい体験講座」を小学生・中学生をはじめ、各種の団体に対して実施しました。 

 

       ＜実施状況＞ 

講 座 名 
令和５年度実績  令和４年度実績 

回 数 受講者数 回 数 受講者数 

グループ・団体ふれあい体験講座 ４５回 ２，０３４人 ４２回 １，９３５人 

出前講座  １３回     ７１６人 １４回     ８８４人 

高齢者疑似体験グッズの貸出し  １０件 －  ７件 － 

 

３ かがわ縁結び支援センター 

（１） 縁結びマッチング事業（公６「公益目的事業」） 

① 香川県社会福祉総合センター１階に「かがわ縁結び支援センター」を設置し、会員登録やプロフィール閲覧・検索の受付け、お引合せ※

成立のための調整を行うとともに、会員自身のスマートフォン等でのプロフィール閲覧・検索とお引合せの申込みがスムーズにできるよう

サポートしました。                          （※お引合せ：マッチング会員同士が顔合わせをすること） 

 

    ＜マッチング会員の登録実績等＞ 

令和５年度実績 

現会員数 閲覧者数 
お引合せ成立数 カップル数 成婚数 

男性 女性 計 来所閲覧 自宅閲覧 

５５１人 ３８１人 ９３２人 
１，５２２件 

(２３，４１５件) 

１８，６５９件 

(３９，３８９件) 

５２６組 

(４，７３７組) 

２２８組 

(２，１２５組) 

３０組 

(１９６組) 

                                              （  ）書きは、令和５年度末までの累計 
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  ② 利用者のさらなる利便性の向上等を図るため、次のとおり出張相談窓口を開設し、会員登録や会員のプロフィール閲覧の支援を行いました。 

場 所 日 程・時 間 

東讃県民センター 毎月２回（第２・第４木曜日） 

10:00～13:00 

14:00～17:00 

小豆県民センター 毎月１回（第３木曜日） 

中讃県民センター 毎週１回（木曜日）  

西讃県民センター. 毎週１回（火曜日） 

高松市市民サービスセンター 毎週１回（火曜日） 
12:00～15:00 

16:00～19:00 

丸亀市生涯学習センター 毎週１回（土曜日） 
10:00～13:00 

14:00～17:00 

 

③ 会員の活動を促すため、性格診断機能やビッグデータ表示形式の変更などのシステム改修を行うとともに、相談・交流スペースを利用し、

支援員による登録個別説明会を毎週水曜日（独身者本人３８人、親族２４人参加）に開催したほか、おせっかいさんによるマッチング会員

向け相談会を毎月２回（３０人参加）、会員向けのプチ交流会を３回（１９人参加）開催しました。 

 

④ マッチング会員の増加を図るため、７周年記念キャンペーンとして、１０月１４日から１２月２８日まで新規会員の登録料を半額にする

とともに、プロカメラマンによるプロフィール写真の無料撮影会を高松市内で４回開催しました。 

（半額キャンペーン利用者数 １５１人）(プロフィール写真無料撮影会１０月２２日（日）/１３人、１１月５日（日）/１４人、１１月

１８日（土）/１５人、１２月１６日（土）/１４人） 

 

（２） 縁結びイベント事業（公６「公益目的事業」） 

  ① メルマガユーザー・イベントユーザーの登録を促進し、センター及び応援団体が実施するイベントの情報をメルマガで配信しました。 

      ＜メルマガユーザー等の登録実績＞                          

令和５年度実績 

区 分 登録者数(全体) 独身男性 独身女性 応援者(親等) 

メルマガユーザー 
１７５人 

(２，９５６人) 

 ７９人 

(１，３１７人) 

 ９５人 

(１，５６３人) 

１人 

(７６人) 

イベントユーザー 
１７５人 

(２，７１２人) 

 ８１人 

(１，２４９人) 

 ９４人 

(１，４６３人) 
 

                                              （  ）書きは、令和５年度末までの累計 
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② より多くの出会いの場を提供するため、センター主催のイベントを開催するとともに、応援団体が円滑にイベントを実施できるよう支援

を行いました。 

      ＜イベントの開催実績＞                               

令和５年度実績 

開催数 参加者数 カップル数 成婚数 

 ８件 (９８件) ２０５人 (２，７２９人) ３９組 (３９０組)  ２組 (１６組) 
（  ）書きは、令和５年度末までの累計 

 

  ③ 縁結びセミナーを次のとおり開催しました。 

   ・ マッチング会員及びイベントユーザーを対象に、コミュニケーションやライフプラン等についてのセミナーを高松市内で３回開催しま

した。（６月１８日(日)／参加者３５人、１０月１５日(日)／参加者２３人、２月１８日(日)／参加者２７人） 

・ 独身の子を持つ親等を対象に、結婚応援セミナーを高松市内で開催しました。（高松市内：１２月１７日(日)／参加者６０人） 

 

  ④ 恋愛や結婚、婚活を通じての悩み等について、専門アドバイザーやカウンセラーが相談に応じる結婚個別相談会を、高松市内で２回開催

しました。（８月５日(土)／相談者９人、１月２８日(日)／相談者５人） 

 

（３） 縁結びおせっかいさんの募集・登録・養成（公６「公益目的事業」） 

① 縁結びおせっかいさんのホームページによる随時募集及び県市町の広報誌等による新規募集を行い、新規おせっかいさん登録説明会を開

催しました（随時説明会参加者１人、年度末説明会参加者７人）。また、すべての縁結びおせっかいさんを対象に、任期を迎えるおせっかい

さんの更新研修を兼ねたスキルアップ研修を、県内外から講師を招いて行いました。（令和５年度末の登録者数：７３人） 

 

② 縁結びおせっかいさん同士の交流を通じて情報交換等を行い、個々人のスキルアップが図られるよう、交流（研修）会を県内２箇所で開

催しました。 

（高松市内：９月９日(土)／参加者２３人、丸亀市内：９月１２日(火)／参加者１０人） 

 

③ 特に貢献のあったおせっかいさん７名に対し、知事感謝状の贈呈式を開催しました。 

（香川県庁：１１月１日(水)／参加者５人） 
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（４） 応援団体・協力団体の募集・登録等（公６「公益目的事業」） 

① 応援団体及び協力団体の募集にあたって、随時、企業・団体等を訪問するなど登録促進に努めました。なお、協力団体は、休廃業等によ

り７団体減少しました。 

 

 ＜団体の登録実績＞ 

 

（  ）書きは、令和５年度末までの累計 

 

② 協力団体に対して、センターを身近に感じてもらえるよう、センターの取組みや実績を周知するため、協力団体通信を２回（７月、１月）発行

しました。（発行部数約４００部／回） 

 

４ 総務部 

（１） 香川県社会福祉総合センターの管理運営業務 （公４「公益目的事業」、公５「公益目的事業」及び収益目的事業） 

①  貸室等の管理運営 

センターの指定管理者として、視聴覚機器を備えた会議室・研修室・ホールをはじめとする各種会議室等の貸出、利用料金の徴収のほか、

センター全体の警備及び設備・駐車場の維持管理等について、社会福祉活動の中核拠点にふさわしい適切な管理運営に努めました。 

また、会議室利用者の利便性向上のため会議室に Wi-Fi を設置し、令和５年６月から運用を開始しました。 

新型コロナウイルス感染症については、令和５年５月から感染症法上の位置づけが「５類感染症」に変更されましたが、引き続き換気の

徹底、マスク着用、各階のアルコール消毒液の設置、体温自動測定機器の設置、飛沫飛散防止用のアクリルパーテーションの準備、机やド

アノブ、廊下、階段の手すり等のアルコール消毒、咳エチケット等のポスターの掲示、コミュニティホールと大会議室、大会議室と中会議

室の映像・音声の同時配信システムの活用など、適切な感染対策を実施しながら、管理運営に努めました。 

 

 

 

令和５年度実績 

区 分 登 録 数 

応 援 団 体 △１ ( ５５) 

協 力 団 体 △７ (３３９) 
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      ＜利用状況＞ 

 令和５年度実績 月平均 

 

 

令和４年度実績 月平均 

一 般 会 議 室 

（うち減免） 

２，９９３ 件 

（１，２６０）件 
２４９．４件 

（１０５．０）件 
２，７７８ 件 

（１,０７３）件 
２３１．５ 件 

（ ８９．４）件 

特殊目的の研修室等 

（うち減免） 

２，４１３ 件 

（１，４０４）件 
２０１．１ 件 

（１１７．０）件 
１，９６４ 件 

（９５５）件 
１６３．７ 件 

（ ７９．６）件 

合 計 
５，４０６ 件 

（２，６６４）件 
４５０．５ 件 

（２２２．０）件 
４，７４２ 件 

（２，０２８）件 
３９５．２ 件 

（１６９．０）件 

健康プレイルーム個人利用 

（うち減免） 

  ２，６７２ 人 

（２，４３２）人 
２２２．７ 人 

（２０２．７）人 
  ２，７９２ 人 

（２，５５２）人 
２３２．７ 人 

（２１２．７）人 

       一般会議室・特殊目的の研修室等は利用件数、健康プレイルームは利用人数 

    ※ 会議室等の利用日・利用時間等 

           ○ 会議室等：一般会議室（大会議室・中会議室・特別会議室・第１研修室・第２研修室） 

特殊目的の研修室等（コミュニティホール・ＯＡ研修室・介護実習室・調理実習室・健康プレイルーム等） 

            ○ 利用時間：午前９時～午後９時 

            ○ 休 館 日：年末年始（１２月２９日～１月３日） 

 

      ＜Wi-Fi利用状況＞ （令和５年６月～令和６年３月） 

 令和５年度実績 月平均 

一 般 会 議 室 ９２件 ９．２件 

特殊目的の研修室等 １１２件 １１．２件 

合   計 ２０４件 ２０．４件 

Wi-Fi設置場所は、一般会議室（大会議室・第一中会議室・第二中会議室・特別会議室・第一研修室・第二研修室）、特殊目的の      

研修室等（ＯＡ研修室・和室研修室・コミュニティホール） 
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②  ホームページの運営 

ホームページを活用して、会議室、福祉ライブラリーなどセンターの利用案内をはじめ、研修・講座の案内や長寿大学等のイベント情報

及び催し物などの最新情報を積極的に提供するとともに、毎日、最新の貸室の空き情報を提供し、利用者の利便性の向上に努めました。 

また、「センターガイド」や「利用のご案内」の内容を掲載し、利用者に対して、貸室を中心に幅広く紹介するなど、センターの利用促

進を図りました。このほか、財務等に関するディスクロージャーについても、積極的に情報提供しました。 

さらに、「利用者アンケート」を活用し、利用者の意見を反映するなど引き続きサービスの向上にも努めました。 

 

(２) 福祉ライブラリーの運営 （公４「公益目的事業」） 

健康福祉関連書籍を中心に、絵本・児童書から一般書にわたる、幅広い分野の図書・ＤＶＤ等（図書２２，４８７冊、ＤＶＤ６９６本、     

ビデオ１，３１６本）を揃え、閲覧・貸出するほか、大活字本・拡大読書器等を設置し、高齢者や障害を持つ方の利用にも配慮しました。 

また、一層の利用促進を図るため、毎月発行の「福祉ライブラリーＮＥＷＳ」やセンターのホームページにおいて新着・推薦図書等を紹介

したほか、「読書促進月間」(１０月１日～１１月３０日)を実施しました。 

新型コロナウイルス感染症対策として、受付にアクリルパーテーションを設置するとともに、閲覧席の縮小等の感染対策に努めました。 

  なお、令和５年５月からは、５類感染症に変更されたことに伴い、閲覧席の縮小は廃止しました。 

 

＜利用状況＞ 

区   分 令和５年度実績 月平均  

 

 

 

令和４年度実績 月平均 

 貸出人数（延べ人数） ６，０８２人 ５０６．８人 ６，１６７人 ５１３．９人 

 図  書（貸出冊数） １９，２６６冊  １，６０５．５冊 １８，９２８冊 １，５７７．３冊 

 ＤＶＤ・ビ デ オ（貸出本数） １，２４７本 １０３．９本 １，２５４本 １０４．５本 

＊ライブラリー利用登録者数  ７，６４３人 （令和４年度末７，５５２人） 

 

＜利用日・利用時間＞ 

利 用 日 利 用 時 間 休  館  日 

月曜～金曜 午前１０時～午後６時 
日曜日、土曜日、国民の祝日に関する法律に規定する休日 

年末年始（１２月２９日～１月３日）、資料整理日 
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